
 

 

 

 

保土ケ谷区子育てアンケートをご回答いただきありがとうございました！アンケートの中に出て

きた設問のいくつかについて、解説をお渡しいたします。これからの子育てに少しでもお役に立つ

情報があればうれしいです。 

＊発達については、お子さんによって獲得状況に個人差があります。ご心配なことがありましたら、こども家庭

支援課にご相談ください。 

問 1７ 一般的な子どもの発達について、それぞれ何歳代で日常的にできるようになると思いますか。（それ

ぞれ、あてはまるものひとつに☑をつけてください） 

 0 歳代 1 歳代 2 歳代 3 歳代 4 歳代 ５歳以降 

■ほめられると同じ動作を繰り返す。 □ ☑ □ □ □ □ 

「ごみポイして」「ナイナイして」と声をかけてできたときにほめられると、繰り返し行動し、望ま
しい行動が身に付きやすくなります。「〇〇したね」「ありがとう」と笑顔でお子さんの行動を認める
具体的な言葉かけをたくさんしましょう。 

■「パパ」「ママ」など意味のある言葉を３語以上言う □ ☑ □ □ □ □ 

一歳半ごろに３語以上の言葉を話せるようになります。大人とのやりとりの中で少しずつ言葉を理解
し、話すようになります。やりとり遊びを楽しみましょう。 

■「きれいね」「おいしいね」などの表現ができる。 □ □ ☑ □ □ □ 

二歳になると言葉の表現の幅が広がり、２語文で話したり、気持ちを共有するような言葉が出てきま
す。お子さんの感情を言葉で表現（代弁）してあげましょう。 

■ 同年齢の子どもと会話ができる。 □ □ ☑ □ □ □ 

友達がほしくなり、「○○しようか」と誘いかけ、子ども同士で遊ぶようになります。本格的に集団
生活が始まる時期でもありますね。 

■こぼさないでひとりで食べる。 □ □ ☑ □ □ □ 

二歳後半からお食事エプロンを外せるようになってきますが、まだまだ手先は不器用なので、食事の
内容や食器の形態によってはこぼすこともあるので工夫は必要です。食事を楽しむという気持ちを大
切に育ててあげたいですね。 

■ 自分の名前を言う。 □ □ □ ☑ □ □ 

自我が育ち、自他の区別ができるようになると、自分の名前を理解するようになります。加えて、コ
ミュニケーションや言葉などの社会性が育ち、名前を人に伝えられるようになります。 

■ ままごとで役を演じることができる。 □ □ □ ☑ □ □ 

三歳前後で社会性（対人コミュニケーション）、見立てやつもり行動などの認知、イメージする力が
育っていく中で、できるようになります。ごっこ遊びで想像力が広がります。 

■ 友達と順番に物※を使う。 ※ブランコ等 □ □ □ ☑ □ □ 

三歳後半からできるようになります。一～二歳の頃は大人が間に入ってお手本をみせていくと良いで
しょう。３までの数の概念がわかるようになるのもこのくらいの時期です。 
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■ 簡単な遊びのルール※が分かる。 
※かくれんぼ・おにごっこ等 

□ □ □ □ ☑ □ 

四歳になるとほとんどのお子さんが分かるようになります。経験の積み重ねも大切ですね。 

■お菓子やおもちゃを欲しくても我慢することができる。 □ □ □ □ ☑ □ 

自分の目的のために、自分で考えてがまんを選ぶ力は四歳ごろから少しずつ育っていきます。一～二
歳代は、こどもが安心できる家庭環境を作ることが土台として大切です。大人との信頼関係だけでな
く、がまんをするためには切り替える柔軟性、見通しが持てる力も必要です。二～三歳のころは自分
の欲求を伝えようとする気持ちが大きく成長する時期です。どちらもこどもが自分の目的を達成する
ために必要になる大事な力です。二～三歳に「我慢しなさい」と言ってもなかなか難しいので、気持
ちを受け止めて、切り替えられる工夫を大人がしてあげましょう。 

■ひとりで着衣ができる。 □ □ □ □ ☑ □ 

四歳後半頃からできるようになります。それまでは手伝ったり、声をかけたりしないと難しいです。 

■自分と同じようにほかの人も叩かれたら痛いことがわか
る。 

□ □ □ □ □ ☑ 

他者の気持ちを推測する力は四歳半ばごろから少しずつ育っていきます。三歳以下のこどもはまだそ
の力が未発達なので「お友達が嫌がることはしちゃだめだよ」と伝えても、相手の気持ちや状況を理
解することは難しいのです。「これはやってはいけないよ」と行動そのものを注意し、代わりの行動
を具体的に伝えられる（「やめて」と言葉で言うといいよ、など）とよいですね。 

 

問31 出産後から次の妊娠までの期間は、体の負担を考えた時にどのぐらいが良いと思いますか。  

（〇はひとつ） 

１．３か月   ２．６か月   ３．１年   ４．１年６か月   ５．２年   ６．３年 ７．４年以上 

 

 

 

 

問32 出産後、どのように避妊をしていますか。（複数回答可） 

１．コンドーム   ２．排卵日を避ける（基礎体温法）   ３．膣外射精 

４．性行為をしない   ５．低用量ピル・低用量経口避妊薬 

６．子宮内避妊用具（IUD・IUS など）   ７．避妊手術（卵管結紮術など） 

８．最初の月経が来るまで避妊していない   ９．月経の有無に限らず避妊をしていない   

10．答えたくない    11．その他（                    ） 

 

 

 

 

 

 

～パートナーと家族計画（ファミリープラン）について、 

お互いに正しい知識を持ち、話し合う機会をもつと良いと思います～ 

WHO（世界保健機関）のガイドラインでは最低でも18か月（１年６か月）、理想としては 24か月

間空けるよう推奨しています。分娩から分娩の期間が18か月以内の場合、陣痛の際の子宮破裂のリス

クが増加するといわれています。また、妊娠間隔が短いと、早産や未熟児、新生児と母親の死亡率上昇

のリスクが高まると報告している研究もあります。 

☆月経や排卵日は体調の変化で変わるので、排卵日を避けるだけでは確実な避妊法とはいえません。基礎

体温を測定している場合は排卵日を避け、あわせてコンドームを使用する方法が良いです。 

☆膣外射精の避妊効果は確実とはいえません。射精前の分泌液に精子が混じっている可能性もあります。 

☆産後、最初の月経が来る前に排卵が起こります。 



問33 性感染症について正しいと思う項目を選んでください。（複数回答可） 

１．コンドームをつけるとうつらない  ２．オーラルセックスではうつらない 

３．症状が出にくい性感染症もある  ４．一回の性交渉でも感染することがある 

５．ピルで予防ができる  ６．不特定多数との性交渉はリスクが高い  

７．妊娠しづらくなる  ８．こどもに障がいが出る場合がある  ９．自然治癒する 

【参考資料】 

遠城寺式・乳幼児分析的発達検査表（九大小児科改訂版） 

日本版デンバー式発達スクリーニング検査 

田中真介「乳幼児期の発達の魅力と保育」研修資料 

横浜市リーフレット「これだけは知っておきたい STI（性感染症）」 

【お問い合わせ】 

保土ケ谷区役所 こども家庭支援課 

電話：045－334-6323  

ファクス：045―333-6309

★誤っている項目について★

１ コンドームについて：コンドームは男性器をカバーし、感染を防ぐ役割をしますが、性器周辺の

皮膚にあるヘルペスや尖圭コンジローマの病変はカバーできないので、コンドームを使っても感染

する可能性があります。また正しく装着しないと予防ができないこともあります。 

２ オーラルセックスについて：粘膜は皮膚より感染しやすい特徴があります。口腔粘膜が感染者の

性器に触れれば容易に感染します。（★粘膜の中で、最も感染に弱い粘膜は直腸です。） 

５ ピルで予防ができる：ピルは避妊のためのもので、コンドームを使用しなければ感染の可能性

があります。1回の性的接触でも感染の可能性はあります。 

９ 自然治癒する：無症状の期間もありますが治療をせずに放置していると、不妊症になる、骨盤内

感染症、心臓や脳に障害が出る、出産時にこどもに感染し、新生児死亡や奇形の原因になるという

ことがあります。※無症状でも感染します。 

★感染しているかな？など不安があれば、自己判断せず医療機関へ受診しましょう！そして治療

はパートナーと同じタイミングですることがポイントです、一緒に受診しましょう★ 
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